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第4号様式(第10条関係) 

会 議 録 (要 旨) 

会 議 名 令和４年度 第１回武蔵村山市緑化審議会 

開 催 日 時 令和４年７月１３日(水)午後２時００分～午後３時３０分 

開 催 場 所 市役所３０１会議室 

出 席 者 及 び

欠 席 者 

〇緑化審議会委員 

出席者：宮林茂幸会長、細川卓巳委員、布田傑委員、 

谷合孫三郎委員、池邉かよ子委員、川口広敏委員 

欠席者：須田俊男委員、石井富男委員 

●事務局 

 環境課長、環境課係長（公園緑地係）、環境課主事（公園緑地係） 

▲委託業者 

 国際航業株式会社 宮野貴、安達真由美 

議 題 

１ 「武蔵村山市第三次みどりの基本計画」改訂の考え方、主要変更

事項について 

２ 「武蔵村山市第三次みどりの基本計画」素案について 

３ 小学生向けアンケートの結果について 

結 論 

(決定した方針、残

された問題点、保

留事項等を記載す

る。) 

議題１について： 

改訂の考え方、主要変更事項について説明をした。 

議題２について： 

「武蔵村山市第三次みどりの基本計画」素案について説明をし、

協議した。 

議題３について： 

アンケート結果を報告した。 

審 議 経 過 

(主な意見等を原則

として発言順に記

載し、同一内容は

一つにまとめる。) 

 

◎会長 

○委員 

●事務局 

▲委託業者 

《報告事項：委員の変更について》 

栗原和夫委員の辞任に伴い、谷合孫三郎氏に委員を委嘱する。 

 市長に代わり、環境課長より委嘱状を交付した。 

 

《傍聴について》 

２名。 

 

議題１ 

◎  改訂の考え方、主要変更事項については、質問等は特にな

い。また、何か質問等があれば後ほどいただきたい。 

 

議題２ 

◎  素案8ページ2‐2みどりの現況（1）緑被の状況において、表

の中に「樹木」という表現があるが、「樹林」の間違いでは。 

▲  航空写真から読み取れる樹木の範囲を計上したもので、表現

は、現在の第二次計画と合わせている。 

◎  注釈をつけて「樹林」等に変えた方が良い。 

●  表現を修正したい。 

〇  素案10ページ（2）農地の状況や29ページ基本方針５につい

て、農地を保全・活用することは良いと思うが、対象範囲はど

こを指すのか。市街化調整区域内の農地も市街化区域内の農地

もか。 

▲  その両方を対象として考えている。 

〇  市街化区域内農地の保全については、法律ではあまり強く打

ち出されていないと記憶している。確認してもらいたい。 

●  関係課とも確認・調整する。 

◎  素案3ページ（3）みどりの機能について、機能を表す言葉が
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必要。「形成します」との表現は、修正すること。 

●  表現を修正したい。 

◎  同箇所の「農作物を育てる場」等の表現は、「生物多様性保

全」等におきかえても良いと考える。 

●  表現を修正したい。 

〇  素案13ページ（5）社会通念上安定した緑地の状況について、

横田基地の面積が増えている理由は？ また、横田基地のデー

タが市内のみを対象としていることがわかるよう表現を工夫し

てもらいたい。 

▲  緑がある範囲について空中写真を用いて計測した値である。ま

た、誤解を与えない表記にしたい。 

〇  素案20ページ水とみどりのネットワークに関する課題にて、

「小中学生」の表現は「小・中学生」にした方が良い。また、

重複する「おり」の表現ついては、重複させない方向で修正し

てもらいたい。さらに、「武蔵野の路」も加えた方が良い。 

●  表現を修正・工夫したい。 

◎  細かい数値については「約」の表現は必要ない。 

〇  数値に使用している「.」と「,」の区別がしにくい。 

▲  表現を修正・工夫したい。 

◎  素案21ページ散策コースについて、「高齢化の進展」が、健康

増進の理由の様に見て取れる表現になっている。修正が必要と

考える。 

▲  表現を修正したい。 

◎  事務局から確認依頼のあった公園の説明文の中に公園数を入

れるかどうかについては、入れた方が良いと思う。 

●  表現を修正したい。 

◎  事務局から確認依頼のあった「協働」について、この表現を

用いることは問題ない。緑に関わる取り組みにおいては、行政

だけでなく市民との協働が重要である。 

●  表現を修正したい。 

〇  「※」の意味は？ 

▲  今後、用語解説を入れる予定のものに「※」をつけている。 

◎  「※」に番号を入れて整理すると、読み手は楽である。 

◎  素案33ページ（5）その他の目標、事務局から確認依頼のあっ

た「維持」の表現は、了解した。 

〇  条例については、正式名称で記載したほうが良い。 

●  承知した。 

◎  みどりに関わる取り組みにおいて「子ども」を重要しすべ

き。まちなかのみどりや農地保全などにおいて、子どもが携わ

れるような取り組みが必要。そうすることで大人も関与する流

れも生まれる。 

〇  小学生のアンケートは、計画に反映するのか。 

●  今後、反映する予定である。 

〇  グリーンヘルパーは今後、どうしていく予定なのか。ボラン

ティアが集まらない現状がある。 

●  PR等を強化し、増加に努めたい。 

〇  残堀川の植栽をグリーンヘルパーにお願いするのも良いので

は。 

◎  市民から情報を受け入れる仕組みをつくると、自ら参加する

人が集まる傾向がある。 

〇  素案25ページ視点５と６は、新しい視点だが、市で積極的に

推進していくのか。 

●  推進していく。 
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◎  基本方針の柱の構成は問題ない。 

〇  防災農地は、何箇所指定されているのか。 

●  今、数字は把握していないため、確認する。 

◎  「農地の保全と活用」の表題は、「安心・安全なみどり」とい

う表現でも良いのでは。 

●  表現を検討したい。 

〇  素案35～38ページ「みどりの配置方針」の図における河川

が、全体的に太すぎる。枝川を細くするなど工夫してもらいた

い。 

▲  表現を工夫したい。 

〇  緑の配置図等においては、都市マスとも整合を図ってもらい

たい。 

●  現在、都市マスの計画も改訂作業中である。先方の方が半歩

進んでいるが調整は図っている。 

〇  素案43ページみどりの管理方針について、P-PFIを管理の3本

柱の一つにするためには、どこで実施するのか、ある程度イメ

ージできる段階にしておく必要があると考える。P-PFIは事業性

がともなうため、そのあたりを考慮する必要があると考える。 

●  まだ具体的な段階ではないが、武蔵村山病院に隣接するプリ

ンスの丘公園は可能性があるのではと考えている。 

〇  素案42ページ総合的なみどりの配置方針図において、凡例中

の「都市計画公園」の表現については、まだ存在しない公園も

含まれるため、誤解を与えない表現を検討すること。 

▲  表現を工夫したい。 

◎  素案35ページ「骨格のみどり」、「日常生活」といった表現は

固いイメージがある。「里山」や「暮らし」など、もっとやわら

かい表現の方が良い。 

●  表現を工夫したい。 

◎  素案36ページレクリエーション系統のみどりについて、森林

セラピー的要素として、「健康になるみどり」の様な内容を盛り

込めればと考える。 

▲  36ページに盛り込む案は如何か。 

◎  36ページで良いと思う。また、「体験」や「学び」も表現でき

たらと思う。 

▲  検討する。 

◎  事務局から確認要請があった「緑化重点地区」については、

重点的に保全していく範囲や新たにみどりを増やしたい地区を

位置づける方法もある。また、モデル地区を検討していく方法

もある。具体的な場所を決めるのには時間が必要であるため、

計画書では考え方を記載しておく方法もある。 

◎  地域区分については、都市マスでは３地域で検討中との説明

があったが、３地域ではみどりの現況がほぼ同一になり、地域

区分としてはふさわしくない。現行の４地域区分で良いと考え

る。 

 

議題３ 

◎  次の世代の育成についても大切であり、先程話した教育の部

分で反映できればと思う。 

 

その他 

●  次回の開催は、10月中旬を予定している。なお、本日の議論

の整理は事務局が行い、会長に相談させていただこうと考えて
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いるが、一任いただけるか。 

〇  異議なし。 

―以上―   

 

 

会 議 の 公 開 ・

非 公 開 の 別 

☑ 公 開              傍聴者：  ２  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

 

 

 

会議録の開示・

非 開 示 の 別 

☑ 開 示 

□一部開示(根拠法令等：                ) 

□非 開 示(根拠法令等：                ) 

 

庶 務 担 当 課 協働推進部 環境課  (内線：２６９) 

(日本産業規格A列4番)  


